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こ『

古

今
著
聞
集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
に
つ
い
て

ま

じ

め

こ

Ｉ
　
　
　
　

Ｉ

三
　
　

宅
　
　

祐

子

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
、
橘
成
季

忙
よ
っ
七

編
著

さ
れ

た
『

古
今
著
聞

集
』
は
、

勅
撰
和
歌
集
を
編
纂
の
上
で
の
手
本
と
し
て
い

る
ら
し

く
、
二
十
巻
、
三
十
編
に
分
類
さ
れ
、

し
か
も
七
二
六
の
説
話
が
ほ
ぼ
事
項
の
年
代
順
に
配

列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
構
成

が

整
然

と
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
王
朝

文
化

へ
の
あ
こ
が
れ
が
感
じ
ら
れ
、
古
今
の
著
名
な
説
話
を
含
み
、
取

材
の
範
囲

が
広
い
も

の
で
4
　　
お
る
。ニ

」
の
よ
う
に
『
古
今
著
聞
集
』
は
、
説
話
集
と
し
て
の
多

く
の
魅
力
が
あ
り
、
時
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾

遺
物
語

』
と
並
び
称
せ
ら
れ
な
が
ら
研

究
し
た
文
献
は
、
比
較
的
少
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
に
興
味
を
持
っ
た
も

の
の
、
し
か
し
、
直
接
全
面

的
に
研

究
す
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
と
感
1
　
1
　た
。
そ
こ
で
、
『
古
今
著
聞
集
』
の
巻
の
う
ち
、
最

も
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
の
影
響

が
多
く
み
ら
れ
る
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
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」
、
類
話
関
係

ま
ず
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
の
I
〇
六
段
か
ら
一
四
一
段
と
い
う
三
十
六
章
段
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
話
文

学
作
品
の
中
に
あ
る
類
話
と
そ
の
内
容
を
「
資
料
二

と
し
て
表
に
示
し
た
。
そ
し
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
認
め

ら
れ
た
章
段
は
○
印
を
付
し
た
。

△
資
料
一
▽
　
類
話
関
係

○　○　　 ○　○　　 ○ 和

一 一　 一 一　 一 一 一 一
一 一　 一 一　 〇 〇 〇 〇

三 二　 一 〇　 九 八 七 六

章
段
番
号

撰袋 江　 江 江　 江
集四 談　 談 談　 談
八・　六　 四 六　 四

●
六　　　●　　　　　　●　　　●　　　　　●

四五 三　 三 三　 三
四　 三　 二 三　 一
五江 六　 二 六　 八
談

十四
訓・

一一一〇一

・七

一
四
六

類

話

竹 る
潮 と育 或 進文 朝 応 伏

生 を海 の然 入 む時 綱 神 義
島　不入　如 ｀　｀　　・　　　 天　⌒
弁 審 ｀　く入 安　 朝 天 皇 懲

才　 と朝　
正唐　楽　　綱　暦　の　氏

天 す綱 さし　寺　 の　六 御 初

｀　 の　るて　に　 二 年 代 め
良　　っ　 直　て　　人　十　に　

て
香　 前　 幹　 ｀　 期 月 百 書
の　 途　 の 天　 せ　 ｀ 済 契

m　　 程　　
詩　神　　 ず　夢　国　を

三　 遠　　を　 が　　し　に　の　作

千　　L　　 改　直　　 て　白　博　る
世　 の　 め 衣　 同 楽 士
界　 旬　 て に　 一 天 経

に　　 に　　 自　て　　 の　を　史

の　　 感　　
作　 相　　 も　見　を

詩　　 じ　　 と　規　　 の　る　日
の　　 ｀　　

称　 の　　を　　　 本
下　　 朝　　す　 詩　　文　　　に
旬　　 綱　　 る　を　　 集　　　 持

を　　 の　　を　吟　　 第　　　 ち
付　　三　　 唐　 ず　　一　　　 来
く　　　公　　入　 る　　　の　　　　る

に　　 に　を　　 詩至　　 よ　見　　と

ら　　 り　 る　　し
ざ　　 も　　　　 て

内

容
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○

一

丿四

一

一
五

○　　○

一

一　 一
一　 －

七　　 六

J
一
八

一

一

九

一

二
〇

○○

一

二
I

一

二
二

I
二
三

江
談
四
・
三

二
二

江
談
四
・
三
一
九

江
談
六
・
三
三

六
　
十
訓
一
〇

・
一
四

七

十江
訓談
一五

十袋
訓四
一 ●

●　 ●

一

二
三
五
　
続
古
二
・
二
二
二

I
七

○六

・九
一
四江
七談
六
・
三
三
九

鋸
憲
文
場
毎

に
抄
筆
を
入

る
る
所

の
書
嚢
（

詩
・
土
嚢
）
を
持
つ

後
徳
大
寺
実
定
、
宝
荘
厳
院
に
て
詩
歌
合
を
行
ふ

元
旗
の
霊

、
琴

を
弾
ず
る
隠
君
子

の
許
に
現
れ
、
己

の
「

不
是
花
中
」
の

詩
中
の
一
語

を
改
む

文
時
　
朧
山
雲
暗
の
旬
に
よ
り
疫
病
を
遁
る

保
胤
　

六
条
宮

に
て
匡
衡
・
斉
名
・
以
言
、
及
び
自
己

の
文
章

を
評
す

匡

房
　
高
麗
よ
り
医
師
を
乞
ひ
し
返
牒

に
「

雙
魚
難
達

」
の
詩

を
読
む

匡

房

匡

房

匡
房
る

康
和
三

年
、
夢
想
に
よ
り
安
楽
寺
の
祭
を
行
ふ

曲
水
宴
序
中
の
失
誤
を
夢
の
告
げ
に
よ
り
て
匡
す

安
楽
寺
に
於
け

る
曲
水
宴
の
序
文
を
書

き
、
披
講
す
る
に
御
廟
鳴

匡
1
　
　
嘉
承
二
年
、
天

神
の
計

に
よ
り
再

び
都
督

と
な

る

唐
に
於
げ
る
尚
歯
会
の
起
源

日
本
に
於
け

る
尚
歯
会
の
始

め
は
年
名
の
行
へ
る
も
の
な
り

在
衡
、
尚
歯
会

を
行
ふ
　
天
承
元
年
の
宗
忠
の
尚

歯
会
の
辣

在
良
、
侍
読

と
し
て
、
初
め
て
鳥
羽
院
の
御
前
に
出
で
て
朗
詠
し
、
故
事

を
語
り
管
絃
す

隆
頼
、
文
撰
及

び
四
声
の
切
豹
暗
誦
を
以
て

、
勧
学
院
の
酒
宴
の
時
、
学

生
達
の
上
座
に
着

く

隆
頼
、
勧
学
院
の
学
頭
に
な
る
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○○

一

二
四

一

二

五

一

二

六

一

二

七

一

二

八

一

二

九

一

三
〇

一
三

一

一

一＿-

一

J

一

心 ＝-
一

J
一
一

隆
頼
、
学
問
料
を
心
に
か
け
秀
句
の
申
文

を
書
け
ど
も
果

さ
ず

頼
長
、
甲
子
革
命
の
為
周
易
を
学
ば
ん
と
し
て
泰
山
府
君

を
祀

る

宋
の
商
客
劉
文
4　
、
書
籍
名
籍
を
頼
長
（
宇
治
左
府
）

に
献

ず

頼
長

、
院
宣
に
よ
り
学
問
料
の
試
を
行
ひ

、
光
範
、
登
宣
合
格
す

崇
徳
院
、
学
問
料
の
試

に
つ
き
、
信
西
（
通
憲
）
に
申
し
合
は
せ
給
ふ

重

憲
　
保
元

二
年
の
蔵
人
所
の
直
講
の
試

に
失
敗
す

敦

周
、

旬
を
詠

ず信
西
の
家
の
詩
会
に
「

第
一
第

二
絃
索
索
」
の
心
に
合
ひ
だ
る
秀

実
定
　

紗

葺
に
て
昇

進
止
り
、
後
に
左
大
将
と
な

る

実
定
、
左
大
将
に
な
り
し
時
、
釈
寞
に
て
述
懐
の
詩
を
作
る

永
範
、
実
定
（
後
徳

大
寺
）
の
左
大
将
に
な
り
し
時
、
釈
寞
の
席
に
て
作

り
し
詩

に
感
激
す

治
承

二
年
内
裏
御
作
文
の
時

の
御
製
に
永
範
、
俊
経
感
激
す

高
倉
院
　

風
月
の
才
に
す
ぐ

れ
給
ふ

高
倉
院
　
治
承
二
年
六
丹

、
中
殿
に
て
御
作
文
を
し
給
ふ

中
宮
大
夫
隆
季
、
治
承
の
中
殿
御
作
文
に
高
倉
天

皇
の
御
製

と
作
り
合
は

す高
倉
天
皇

1
　
方
に
対
し
て
天
気
不

快
な
り

定
長
　
為
長

の
夢
想
に
依
り
、
北
野
宮

に
て
臨
時
作
文
を
行
ふ

素
俊
ヽ

警
毎
に
よ
り
或
人
の
得
意
の
旬
を
茶
化
す
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○○

一

三

四

一
三

五

二

二
六

一
三

七

一

三

八

一

三

九

一

四
○

十
訓
五
・
六
四
　
因

縁
九
・
一
六
三

十
訓
五
・
六
四

古
事
一
・
一
六
　

十
訓
五
・
六
五

十
訓
六
・
七
九

十撰今続
往
二
〇
　

袋
三

・
五

訓集昔
一
九
・
九
一
〇
・

四
・
三
七
六
　
古

六
・
七
九

撰大続
集系往
四四二

十
訓
六

十宝

事大二
一系
・四発
一 ●心
四九五

○
　

今
昔
一
九
・
九

・

九

七

・

三

七

・

八

一

発

心
五
・
九一

六
　
十
訓
六
・

八九〇
〇

十
訓
六
・
八
一

宝
物
一
・
一
七
　

十
訓
九
・
一
四
〇

十
訓
九
一
一
四
一

十
訓
九
・
一
四
一

十
訓
一
〇

・
一
五
七

・
九
九

七

素

碑

連
旬
の
上
手

に
て
「

春
調
春

鶯
孵
」
の
旬
を
詠
ず

枇
杷
大
柿

葺
延
光
、
村
上
天
皇
を
慕
ひ
て
一
生
喪
服
を
着
る

延
光
　

夢
中
に
故

村
上
天
皇
の
御
詩
を
賜
り
、
和
し
奉
る

後
三
条
院
　

東
宮
の
御
時
学
士
実
政

「
州
民
縦
為
二
甘

宰
詠
一
」
の
詩
井
び

顕
基
　

後

．一
条
天
皇
の
時
　
時

め
く

にの

十
甲
わ斐
す守
れと
ずな

ぱ
り
1 て
のゾ赴
歌 任

を す

賜 る

ふ に

顕
基
　

後
「

条
天
皇
（
一
条
天

皇
　
後
冷
泉
天

皇
）

の
崩

御
に
よ
り
出
家

し
、
榜
厳
院
に
上

る

顕
基
　

常
に
「

古
墓
何
世
人
」
の
詩

を
誦
す

道
真
｛

君
富
春
秋
臣
漸
老
｝
の
詩
を
詠
み
　

叡
感
に
与
か
り
て
御
衣
を
賜

る道
真
　

時
平

の
議

に
逢
ひ
　
筑
紫

に
流
さ
れ
た
後
霊
（
雷
）
と
な

る

道
真

朝
綱

太
宰
府

に
て
「

去
年
今
夜
」
の
詩
を
詠
む

子
澄
明

に
後

れ
て
嘆
く

思 橘

を 正

述 通

べ゙

具

高 平

麗 親

に 王

赴 家

正
通

の
作
文
の
序

に
「

齢
豆
二
顔
馴

こ

の
文
を
書
い
て

高
麗
に
て
宰
相

と
な
る

斉
信
、
東
北

院
の
念
仏
に
、
兼
家
（
東
三
条
）
の
請
に
よ
り
斉
名
の
「

念
二

極
楽
之
尊
一
」
を
朗
詠
す
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－

四

一

十
訓
一
〇
・
一
五
六

○
印

は
和
漢
朗
詠
集
に
詩
が
載

っ
七

い
る
も
の

け村
給上
ふ天
皇
、
直
幹
の
申
文
の
文
に
御
不

興
な
り
し
も
、
猶
御
心
に
深
く

か

増
補
改
訂
　

日
本
説
話
文
学
索
引
　
清

文
堂
　

に
よ

る

こ
こ
で
気
が
つ
く
こ
と
は
、
一
〇
九
段
か
ら
コ

ー○
段

二

一
五
・
一
一
八
段
を
除
く
）
ま
で
の
、
前
、
三
分
の
一
の
章
段
で
は
、

『
江
談
抄
』
と
の
類
話
関
係
が
著
し
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
『
江
談
抄
』
の
中
で
も
、
特
に
第
四
・

第
六
「
長
句
事
」
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
『
江
談
抄
』
の
第
四
及
び
第
六
「
長
句
事
」
が
、
こ
の
『
古
今
著
聞

集
』
の
巻
第
四
と
い
う
文
学
篇
の
説
話
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
性
格
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
和
漢
朗
詠

集
』
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
〇
九
段
か
ら
一
一
七
段
（
た
だ
し
一
一
五
段
を
除
く
）
の
八
章
段
で
あ
り
、

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
全
体
で
十
四
章
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
多
い
と
い
え
る
。

次
に
、
一
二
一
段
か
ら
一
三
三
段
ま
で
の
章
段
に
目
を
向
け
る
と
、
一
つ
も
類
話
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は

一
体
ど
う
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
自
身
に
よ
る
全
く
の
創
作
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
表
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
、
す
な

わ
ち
説
話
文
学
作
品
以
外
の
も
の
を
参
考
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
の

は
、
コ

ー一
・
コ

ーニ

ー
コ

ー八
こ
』
一
一
段
の
四
章
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
章
段
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
の
全
部
で
は

な
く
、
ほ
ん
の
一
部
分
し
か
引
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
て
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
の
影
響
云
々
と
論
ず
る
に
ぱ
、
少
し

無
理
が
生
じ
て
し
ま
う
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
四
章
段
は
、
先
の
『
江
談
抄
』
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
た
八
章
段
な

ど
と
は
、
別
の
扱
い
を
し
て
研
究
し
て
い
く
必
要
か
お
り
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
残
る
一
三
四
段
か
ら
一
四
一
段
と
い
う
最
後
の
三
分
の
一
の
章
段
で
は
、
す
べ
て
『
十
訓
抄
』
と
の
類
話
関
係
が
認
め
ら
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れ

る
こ

と
に
気

づ
く
。
細

か
く
見
て

み
る
と
、
最

後
の

一
四
一
段
で
I

話

も
ど
る
も
の
の
、
他
の
章
段

の
説

話
は
す

べ
て
『
十
訓
抄
』

の
説
話
配
列
の
順
に
そ

っ
て

並
ん
で
い

る
の
で

あ
鮒

）
な
お
ヽ

霜

漢
朗
詠
集
』

と
何
ら

か
の
関
係

が
認

め
ら
れ
た
の

ぱ
、
一
三

九
・

一
四
〇
段
の

二
章
段

の
み
で
あ
る
。

ニ
、
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
に
つ
い
て

資
料
一
の
結
果
を
も
と
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
何
ら
か
の
関
係
が
認
め
ら
れ
た
十
四
章
段
を
中
心
に
、
伝
承
関
係
を

考
え
る
た

め
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
て
み
た
。
こ
こ
で
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
と
の
比
較
の
対
象
を
、
説
話
文
学
作
品
に
と
ど
め
ず
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
作
品
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
は
、
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
三
つ

に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

倒
『
江
談
抄
』
と
の
類
話
関
係
の
み
ら
れ
る
I
〇
九
段
か
ら
コ

ー○
段

②
他
の
説
話
集
と
の
類
話
関
係
の
み
ら
れ
な
い
コ

ー

段
か
ら
一
三
三
段

③
『
十
訓
抄
』
と
の
類
話
関
係
の
み
ら
れ
る
一
三
四
段
か
ら
一
四
一
段

今
回
は
、
こ
の
う
ち
他
の
説
話
集
と
の
類
話
関
係
の
み
ら
れ
た
章
段
、
す
な
わ
ち
倒
、
倒
の
二
つ
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

巾
　
『
江
談
抄
』
と
の
類
話
関
係
の
み
ら
れ
る
I
〇
九
段
か
ら
一
二
〇
段
（
資
料
二
参
照
）

I
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
L
　
　
l
r
I
　
　
j
　
　
　
l
　
I
　
　
　
　
　
　
r
　
l
　
F
　
　
i
I

■
　
I
　
　

■
　
　
　
　
　
I
　
I
j
　
　
r
j

－
F
d
r÷
　
　
　
　
　
F
I
　
　
　
　

に

の

部

分

は

、

『

江

談

抄

』

と

類

話

関

係

の

認

め

ら

れ

る

章

段

が

十

段

と

多

く

、

そ

の

う

ち

『

和

漢

朗

詠

集

』

と

も

関

係

の

認

め

ら

れ
る
も
の

が
八
段
も
あ
り
、
そ
れ

だ
け
に
見

る
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。



－109 －　『古今著聞集』巻第四（文学第五）について

は 安 こ　　　　　 事 た こ　　　　　　 て
れ 楽 の　　　 安　 に る の　　　　　　　 ま 天
給 寺 切 羊 王 楽　 や は 四 不 鴻 生 能　 っ 暦
一 け に こ 太 子 寺 －　 ゜お 韻 ゑ 従 計 支　 る 御　 一
一 る て と 伝 晋 作 一 両 ほ を 回と自 拠　 送 べ 時　 ○

‾ に 直 に 之 之 文 ○ 人 け　｀ 翠 峡 来
汗
泉 き　｀　 九

や 衣 す 早 昇 序　 同 れ と　 ご 詩 飲　 よ 朝
橘　 ゜の ぐ9 1 ゛ を 源 心 ど も 言 初 是 老 處 し 綱 一 天
直　 人 れ 世 仙 相 相 の も に 伊 成 喋 蕭jk ヽ ・ の 暦

幹　 詠 だ　　　 規 規 程　｀ 克 去 這　 郎 二 勅 文 詩 御

が　　 じ り　　　 が 安　｀
四 ら　　J　　　 特 定 時 を 時

秀　 だ け　　　 書 楽 興 旬 び　　　　　 南 あ に 撰 大
切　 る る 行 後 け 寺 あ 体 だ 摩 猿 家 身 一　り お ば 江
を　　 は を 客 入 る 作 る こ て 囲 過 園 似　 け ほ し 朝
育　　　ゝ　　　ゝ　墜 立 に 文 こ と ま 山 京 忘 謡　　 れ せ め 綱
然　 天 後 丿 三　｀ 序 と な っ 月 陽 却

回1　
づ て 給 菅

上　 神 に 涙 絹　 を な る り 正 ツ 酒 ？　　 ｀　` ふ 原
人　 御 月 於 歿　 書 り に た 蒼 始 為 鬘　　　 文 事 文
偽　　 感 の 脱 腸　　 し　・ よ り 々 断 ぃ 似　　　 集　 時
り　　 の あ 山 嶺　 天　　 り　け　　 嵐 郷 謡　　　 第　 を
て　 あ か 塞 之　 神　 て　り　　　゜　　矛目　　　　　一　　　し
自　　 まI  ？3　　 御　　 ｀V　　○　　　　　　　　　　　　　　詩　　 て

作　　 り　り　　　　　 感　　 あ 一　　　　　　　　　 え　　 白

と　　 に け　　　　 の　　 り
切　　　　　　　　　 ら　　 氏

称　　 ｀ る　　　　　 事　　 が す　　　　　　　　　　 び　　 文

す　 あ に　　　　　　 た ぐ　　　　　　　　 た　 集
る　　　ら　ゝ　　　　　　　　　　　　き れ　　　　　　　　 て　 第

古

今

著

聞

集

墜 王　　　　　　　　 江 蘇

若 件 泰 子　　　　 四 議 件 従 州
天 旬　 晋　　　　 韻 一゚ 詩 色 慾

神 後
於 之　　　　 体 厭 天

峡 故令 人 現 昇　　　　 ニ ニ 暦 一 龍
9 於 山 仙　　　　 啓 此 御 初 頭
感 泣言ど　　　　 進 四 時 成 暗
絵 藁 惣 後　　　　 也 苧 ・ ふ ・

四 竹　　　　　 れ 牡 〕お
こ

言　 り　　　　　
申JW 導

頂
．

窃　 於　　　　　 云 依 巫 雁
見　　 維　　　　　　　 ゜9 陽 歯
乏　jj　　　　　 到W 烏 考

゜　　　月　　　　　　　　　　　　　‾　平j`　
断

有　- ゜　　　　　 旬 進 腸

白万　 ］回　　　　　　 謔 訪 竺

‾　　　　　　　　　　　　　　ニ送白江
人　
伝　　　　　　 レ 第M 嗣 ・南

一　　
之　　　　　　 有 一 南蕭 景

被　 早　　　　　　!/ 詩 ‾゚處
レ　　　　　　　　 勝 一。
詠　
喋　　　　　　 ・

一　　　　　　　　　　　　　 共
万言　
行　　　　　

以 丁

・　 客　　　　　 塑 相

江

談

抄

△

資
料
二
▽
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事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「

蒼
波
路
遠
雲
千
里
。
白
霧

山
深
1
　
一
声
。
」
此

句
は
、

橘
直
幹
が

秀
句
に
て
侍

を
、
裔
然
上
人
入
唐

の
時
、
わ
が
作

な
り

と
称
し
け
り
。

但
雲
千
里

と
侍
を
霞
千
里
と
あ
ら
た

め
、
鳥
】
声

を
ば
虫
一
声
と
な
を

し
た
り
け
る
を
、
唐
人
き
ゝ
て
、
「
佳
句
に
て
侍

る
。

お
そ
ら
く
は
雲

千
里
、
鳥
一
声
と
侍
ら
ば
よ
か
り
な
ま
し
」
と
ぞ
い
ひ
け
る
。
さ
し
も

の
上
人

の
、
い
か
に
そ
ら
ご
と
を
ば
せ
ら
れ
け
る
に
か
。
こ
の
事
お
ぼ

つ
か
な
し
。
一
一
二
　

潮
海
の
人
大
江
朝
綱

が
秀
句
に
感
涙
を
流
す
事

「
前

途
程
遠

。
馳
二
思
於
雁

山
之
夕
雲
一
。
後
会
期

遥
。
霧
二
綴
於
鴻
臆

之
暁
涙

こ

と
、
後
江
相
公

か
ぎ
た
る
を
み
て

、

潮
海
の
人
感
涙

を
な

が
し
け

る
。
の
ち
に
本
朝
人

に
あ
ひ
て
、
「
江
相
公
三
公
の
位
に
の
ぼ

れ
り
や
」

と
間
ひ
け
り
。
し

が
ら
ざ
る
よ
し
答
け
れ
ば
、
「

日
本
国

は

賢
才

を
も

ち
ゐ
る
国

に
は
あ
ら
ざ
り
け
り
」
と
ぞ
は
ぢ
し
め
け
る
。

一
一
三
　

都
良
香
竹
生
島
に
1　
り
て
作
詩

し
弁
財
天
の
夢
の
告

を
蒙
り
て
下
旬
を
得
る
事

都
良

香
、
竹
生
島
に
ま

い
り
て
、
「
三
千
世
界
眼
前
尽

」
と
案
じ
侍

て
、
下
旬
を
思
わ

づ
ら
ひ
侍
け
る
に
、
そ
の
夜
の
夢
に
弁
才
天

、
「

十

二
因
縁
心
中
空
」
と
つ
け

さ
せ
給
け
る
、
や
む
ご
と
な
き
事
也

。

一
一
四
　
源
為
憲

が
土
嚢
の
事

「
晴
後
山
川
清
」
と
い
ふ
こ

と
を
、
以
言

つ
か
う
ま
つ
り
け

る
に
、

「
帰
以
局
鶴
舞
日
高
見

、
飲
い
沼
龍
昇
雲
不
い
残
」
と
つ
く
り
て
、

以
言

蒼
波
路
遠
雲
千
里
・

白
霧

山
深
1
　
一
声
・

混

愧

育

然

入

唐

。
以

二
件

均
一
称
二
己

作
二

以
レ
雲

為

‰
既
。

以
い
鳥

為
レ
虫

。

唐

人

称

云

。
可

レ
謂
二
佳

旬

　
0恐

可
レ
作
二
雲

鳥

　
0

前
途
程
遠
。
馳
二
思
於
雁
山
之
暮
雲

　
0後
会
期
遥
。
霧
二
級
於
鴻
鍍
之
暁

・

於
二
鴻
膳
館一
賤
二
北
客
‘

涙
一

詩
序
。
9　
江
相
公
。

此
旬
潮
海
之
人
流
レ
涙
叩
レ
胸
。
後
経
二
数
年
一
間
二
此
朝
人

台

。
江
朝

綱
至
二
三
公

位
一
乎

。
答
云
未
也
。
潮
海
人
云
。

知
7
日
本
国
非
中
用
二

賢
才
一
之
国
ヱ
云

々
。

三

千

世
界

眼
前

尽

―
十

二
因

縁

心
裏

空
・

皿
靉
0
1
9　難
蟹

故

老
伝

云

。
下

七

字

作

者
難

二
思

得

　
0嶋

主

弁
天

才

告

司
教

之

　
0

帰

嵩
鶴
舞
日
高
見
ひ
飲
溜
龍
昇
雲
不
゛
残
・
　
瀧
映
皿
訓
゜

件
以

言
詩
。
被
い
講
之
時
。
以
言
即
為
二
講
師

　
0読
二
件
旬
一
之
時
。
帰

嵩
二
字
。
飲
滑
二
字
。

立田
連
司
読
之

　
0若
有
二
其
由
一
歎
云

々
。
為

憲
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す
な
は
ち
講
師
に
て
よ
み
あ
げ
た
る
を
、
為
憲
朝
臣
、
其
座

に
侍
る

が

聞
て
、
上
嚢
に
頭

を
人
て
な
み
だ
を
な

が
し
け
り
。
み

る
人
或
は
感
じ
、

或
は
わ
ら
ひ
け
り
。
彼
為

憲
は
、
文
場
ご
と
に
嚢
に
抄
物

を
人
て
随
身

し
け
る
を
、
上
嚢
と
は
名

づ
け
た
り
け
り
。

一
一
六
　

元
穏
が
秀
句
の
事

「
不
二
是
花
中
偏
愛
い
菊
。
此
花
開
後
更
無
い
花
。」
こ
れ
は
元

租
が
秀

句
也
。
隠
君
子
、
琴

を
弾
じ
給
け

る
空
よ
り
、
か
げ
の
や
う
な
る
も
の

き
た
り
て

い
ひ
け
る
は
、
「

我
此
句
を
あ
い
す

。
宿
執
あ
る
に
よ
り
て

其
感

に
た
へ
ず
。
但
後

の
字
を
あ
ら
た
め
て
　

と
あ
る
べ
し
」
と
い
ひ

て
う

せ
に
け
り
。

一
一
七
　

鬼
神
菅
原
文
時
の
家

を
拝
す

る
事

い
づ
れ
の
年
に
か
、
天
下
に
疫
病
は
や
り
た
り
け
る
に
、
或
人

の
夢

に
、
文
時
三
品

の
家

の
ま
へ
を
、
お
そ
ろ
し
げ
な
る
鬼
神
ど
も
、
み
な

拝
し
て
と
を
り
け

る
を
、
「

あ
れ
は
な
に

と
い
ふ
こ
と
に
て
、
か
く
は

か
し
こ
ま
る
ぞ
」
と
と
ひ
け
れ
ば
、
「
朧
山
雲
晴
、
李
将
軍
之
在
レ
家
、

と
っ
く
り
た
る
人

の
家
を
ば
、
い
か
で

か
た
ｙ

無
礼
に
て
過

べ
ぎ
」
と

こ
た

へ
け
り
。
鬼
神
は
心
た
し
か
に
て

、
か
く
礼
儀
も
ふ
か
ぎ
に
よ
り

て
、
文
を
も
う
や
ま
ふ
に
こ
そ
。
一
道

に
長

ザ
る
人

は
、
む
か
し
も

い

ま
も
、
か
や
う
の
ふ
し
ぎ
お
ほ
く
侍
り

。

朝

臣

同

在
二
其

座

　
0件

朝

回

毎
二
文

熊

所

い
随

い
身

之

嚢

。

各

日
二
書

嚢

　
0此

入
二
抄
筆
一
之
1
　
也

。

聞
レ
講
二
此

詩
一
不
レ
堪
二
情

感

　
0入

二
頭

於

嚢
一
而

沸
涙

数
行

。
時

人

或

感

或
笑

云

々
。

慶

滋

。

為

政
同

在
二

此

座

　
0後

日
難

曰

。
此

詩

犯
二
忌
譚

龍

昇

字

　
0尤

可
レ
避

レ
之

。

是

黄

帝

登

避

事

也

云

々

。
以

言

聞
い
之

微
笑

。

不

三
敢

陳
二
I
言

　
0
　大

略

不
い

足
レ
言

歎

。

不
一
是

花
中

偏

愛

゜
菊
O

此

花
開

後

更

無

゛
花
0
1
1
　　
叩
賃

隠

君

子

鼓
レ
琴

時

。
元

租

霊

託
レ
人

称

曰

。

件

詩

開
尽

也

。

後

字
不

レ

可
レ
然

。
或

謂

。

嵯

峨
隠

君
子

吟
二
此

詩
一
弾
い
琴

。
従

レ
天

如
レ
絲

者
下

来
云

。
我

自

愛
二
此
句

之
貴

　
0其

霊

依
い
有
二
宿

執

　
0聞

い
琴
不

レ
堪
二
甚

感

　
0

朧

山
雲
暗
。
李
将
軍
之
在
い
家
。
頴
水
浪
閑
。
蔡
征
虜
之
未
い
仕
。
皿
四

大
将
‘状
。

文
時
。
或
人
夢

。
行
役
神
依
二
此
旬

　
0不
レ
弘
二
於
文
時
家
一
云

々
。

『
江
談
抄
』
　

群
書
類
従
　

第
二
十
七
輯
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①
『
江
談
抄
』

と
の
関
係

こ
の
部
分

が
『
江

談
抄
』
と
類
話
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

資
料

ブ
に
よ
び
わ

か
っ
七

い

た
が
、
調

べ
て
い
ぐ
と
、－
単
に
≒

似

た
話
」
で
は
な
く
、
密
接
な
関
係

が
認

め
ら
れ
た
。
特
に
、
一
〇
九
・
一
一
〇
・
一
一
二

こ

一
四
段
な

ど
は
、
『
江
談
抄
』
を
除
く

他

の
文
献
か
ら
だ
け
で

ぱ
、
話
を
作
る
の
は
不

可
能
だ

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
残
る
四
章
段
も
、
他
の
文
献
に
何
と

か
話
の
も

と
に
な

り
そ
う
な
要

素

が
な
い
こ
と
も
な
い

が
、
や
は
り
『
江

談
抄
』
を
見
た

と
考
え
た
方

が
無
理

が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以

上

の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
両

者
は
単

な
る
類
話
関
係
で

ぱ
な
ぐ
『
古
今
著
聞
集
』
は
『
江

談
抄
』
を
出
典

と
し
て
い

る

と

い

え

る
。
つ
ま
り
、
永
積
安
明
氏
も
指
摘

さ
れ
て
い

る
よ
う

に
、
『
江

談
抄
』
を
直
接
典
拠
と
し
な

が
ら
適
宜
文
章
を
改

め
和
文
化
し
た
も
の

と

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
は
、
。こ

の
「
適

宜
文

章
を
改

め
」

と
い
う

の
を
、
単
に
言
い
回
し
を
変
え
た

だ
け
で
は
な
く
、

何
か
も
っ
と
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
た
い
。
た
と
え

ば
、
一
〇
九
段
の
最
後
の
一
文
「

両
人
同
心
の
程
、
興
あ
る
こ

と
な
り
。
」
、
一

一
一
段

の
「

さ
し
も
の
上
人
・：
」
以
下

、
一
一
三
段
の
最
後
の
「

や
む
ご
と
な
き
事
也
。
」
、

一
一
七
段
の
　「

鬼
神
は
…
」

以
下

禄
、

『
江

談
抄
』
に
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
説
話
評
論
と

ぱ
い
え
な
い
ま
で
も
、
感
想
を
加
え
る

こ

と

に

よ

り
、
単

な
る
『
江

談
抄
』
か
ら
の
引

用
に
と
ど
ま
ら

ず
、
さ
ら
に
話
を
発
展
さ
せ
て
お
も
し
ろ
く
し
よ
う
と
し
た
『
古
今
著
聞
集
』
の

作
者
の
苦
心
に
よ
る
も
の
で

ぱ
な
い

か
と
思
1
　　
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
西
尾
光
一
所

庁
ヽ

「

説
話

が
追
憶

゜
感
嘆
の
気
持

ち
か
ら
発
想
さ
れ
て
お
り
、
『
著
聞
集
』
の
基
本
的
な
心
情
傾
斜
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
序
や
践
文
に
、
あ
れ
ほ
ど
作
者

の
説
話
集
を
編
纂
す
る
強
い
意
欲
が
み
ら
れ
る
『
古
今
著
聞
集
』
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
も
、
決
し
て
単
な
る
『
江
談
抄
』
か

ら
の
引
用
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
も
そ
1
　、
『
古
今
著
聞
集
』
が
『
江
談
抄
』
を
出
典
と
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
序
に

夫
著
聞
集
者
、
宇
絲
亜
相
巧
語
之
遺
類
、
江
家
都
1　
清
談
之
膀
波
也
。
　
　
　
　
　
F
　
　
　
　

甲
　
　
S
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と

あ

る

こ

と

か

ら

も

納

得

で

き

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

結

果

と

し

て

た

ま

た

ま

『
江

談

抄

』

を

出

典

と

す

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

は

な

く

、

編

纂

の

方

針

と

し

て

、

こ

の

こ

と

ぱ

最

初

か

ら

貫

か

れ

て

い

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る

。

『
江

談

抄

』

を

よ

く

み

て

み

る

と

、

第

一

公

事

・

摂

関

家

事

・

仏

神

事

、

第

二

雑

事

、

第

三

雑

事

、

第

四

（
欠

題

だ

が

漢

詩

に

関

す

る

事

）
、

第

五

詩

事

、

第

六

長

句

事

と

い

う

部

立

て

に

な

っ

て

い

る

。

『

古

今

著

聞

集

』

が

、

や

は

り

神

祇

第

一

、

釈

教

第

二

、

政

道

忠

臣

第

三

、

公

事

第

四

、

文

学

第

五
・
：

と

い

う

部

立

て

を

重

視

し

て

い

る

点

か

ら

も

、

『
江

談

抄

』

を

手

本

と

し

た

の

で

あ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

こ

の

巻

第

四

（

文

学

第

五

）
ぼ

漢

詩

文

を

扱

っ

て

お

り

、

同

じ

く

漢

詩

文

を

と

り

い

れ

た

説

話

と

い

う

点

で

も

、
『
江

談

抄

』

と

関

わ

り

が

生

じ

て

く

る

と

思

わ

れ

る

。

西

尾

光

一

礼

牡

゛

こ

の

こ

と

を

「

『

漢

詩

文

』

説

話

の

背

景

」

と

し

て

、

「

日

本

の

漢

詩

文

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
　
●
　・
　
●
　
　
一

は

、

八

世

紀

の

『

懐

風

藻

』

か

ら

十

一

世

紀

の

『

本

朝

文

粋

』

・

『

和

漢

朗

詠

集

』

へ

と

宮

廷

の

知

識

人

に

よ

る

す

ぐ

れ

た

述

作

を

残

・
　

●
　

●

し
て

い
る
が
、
そ
の
伝
承
を
纂
集
し
た
も
の
に
『
菅
家

文
草

』
巻
七
～

巻
十
二
、
『
江

●
　

●
　
　

●

＝゚3

著

聞

集

・
　

●
　・
　

●
　
●
　
　●
　
●
　・
　

●
　一
　

●
　
　●
　
＠
　
●
　・
　
　●

』

巻

四

文

学

篇

ゆ

そ

れ

に

つ

ぐ

も

の

で

あ

る

。
」

と

さ

れ

て

い

る

。

●
　

一
　

●
　

一
　

●

●
　

●
　
I

一
　

●
　

・
　

●
　

●

談
抄
』
第
四
～
第
六
（
類
従
本
）

な
ど
か
お
り
、

②
説
話
配

列
の
年
代
順
に
つ
い
て

さ
て
、
こ
の
部
分
で
は
、
『
江

談
抄
』
と
の
関
係
の
他
に
も
う
一
つ
注
目
す

べ
亙

問
題

が
あ
る

と
思

わ
れ
る
。
そ
れ

は
、
説
話
配

列

の
年
代
順
に
つ
い
て
て
あ
る
。
『
古
今
著
聞
集
』
で
は
、
作
者

が
序
や
践
文
に
「

篇
の

は
し

ぐ

に
、
い

さ
X

か
そ

の
こ

と
作
こ
ご
こ
り

を
の
べ
て
、
づ

ぎ
く

に
そ
の
も
の

が
た
り
を
あ
ら

は
せ
り

。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

編
纂
上

の
構
成

に
は
実

に
整
然

と
し
た
も

の

が
あ
る
。
4
　
ち

ろ
ん
、
年
代
順
配
列
も
基
本
的
原
則
で

あ
り
、
『
古
今
著
聞

集
』
を
語

る
際

の
大

き
な
特

色
の
一
つ
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
今
ま
で
見
て

き
た
部
分
に
、
い
く
ら

か
疑
問

に
思
う

と
こ

ろ
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ

で
、
話
の
中

心
事
件

や
登
場
人

物
の

生
没
年
代
な

ど
を
も

と
に
、
い
っ

ご
ろ
の
話

か
を
見
直
し
て
み

る
。
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一
〇
九
　
「
天
暦
の
御
時
」
や
「
朝
綱
」
　『
文
時
』
の
生
没
年
代
か
ら
、
だ
い
た
い
九
五
〇
年
前
後

二
二
〇
　
こ
の
句
の
制
作
年
時
な
ど
か
ら
考
え
て
、
だ
い
た
い
九
六
四
年
以
後

ブ
ー
［
　
育
然
上
人
の
入
唐
が
永
観
元
年
す
な
。わ
ち
九
八
三
年
で
あ
う
、
そ
の
こ
ろ
め
話

二
一
二
　
朝
綱
が
使
者
膏
見
送
っ
た
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
六
月
以
後
、
朝
綱
が
没
す
る
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
こ
ろ
ま
で
の
話

一
一
三
　
都
良
香
の
生
没
年
代
だ・
け
か
ら
考
え
て
も
、
承
和
元
年
（
八
三
白
）
か
ら
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
ま
で
の
話

▽
一
四
　
以
言
之
言
憲
の
生
没
年
代
か
ら
考
え
あ
わ
せ
て
、
だ
い
た
い
1
0
0
0
年
前
後
の
話

二

一
五
）
後
徳
大
寺
左
大
臣
が
前
大
納
言
の
時
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
の
説
話

一
コ
ハ
　
主
要
登
場
人
物
で
あ
る
隠
君
子
の
時
代
か
ら
八
九
〇
年
こ
ろ

一
一
七
　
菅
原
文
時
が
天
元
四
年
（
九
八
一
）
没
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
そ
れ
以
前
の
話

以
上
の
よ
う
に
、
初
め
の
四
章
段
は
、
す
べ
て
九
五
〇
年
以
降
一
〇
〇
〇
年
以
前
の
話
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
続
く
一
一
三
段
は
、

都
良
香
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、
前
の
四
章
段
と
著
し
く
年
代
が
遡
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
あ
れ
ほ
ど
説
話
の
年
代
配
列
に
慎
重
な
こ

の
『
古
今
著
聞
集
』
の
作
者
が
、
百
年
も
年
代
を
乱
す
と
い
う
こ
ん
な
不
手
際
を
お
か
す
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
章
段
は
、
も

し
か
す
る
と
原
著
の
発
想
や
主
題
を
了
解
で
き
な
か
っ
た
後
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
ぱ
な
い
か
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
の

で
あ
る
。
続
く
一
一
四
段
は
、
年
代
的
に
前
段
の
一
一
三
段
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
前
の
I
［
二
段
に
連
続
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ

（
4

）

ゆ

え

、

一

層

一

一

三

段

は

抄

入

で

ぱ

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

そ

こ

で

、

考

え

ら

れ

る

の

が

、

永

積

安

明

氏

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

よ

う

に
、
ま
っ
た
く
『
古
今
著
聞
集
』
の
作
者
の
関
わ
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
の
後
人
が
、
一
〇
九
段
か
ら
一
二
一
段
ま
で
、
四
段
に
わ
た
っ

て
『
江
談
抄
』
に
出
典
を
求
め
う
る
諸
段
が
連
続
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
ひ
か
れ
て
同
じ
く
『
江
談
抄
』
に
も
と
づ
い
て

追
記
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
今
回
は
研
究
の
対
象
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か
ら
除
外
し
た
続
く
一
一
五
段
は
、
年
代
順
配
列
を
考
え
る
た
め
に
少
し
だ
け
と
り
上
げ
て
み
る
と
、
こ
の
位
置
で
は
非
常
に
不
自
然

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
氷
良
牡
の
ご
論
考
に
準
拠
し
つ
つ
論
述
を
進
め
て
い
き
た
い
。
年
代
順
配
列
だ
け
を
考
え
る
な
ら
、
同

じ
く
後
徳
大
寺
治
承
元
年
（
一
一

七
七
）
時
代
の
説
話
を
扱
っ
た
十
四
段
後
の
一
二
九
段
に
接
続
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

章
段
は
、
珍
し
く
『
江
談
抄
』
を
典
拠
と
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
乃
、
一
一
四
段
が
文
場
に
抄
物
を
持
参
し
た
説
話
で
あ
る
の
に
ひ
か

れ
て
、
同
じ
く
抄
物
持

参
の

例
話
を
追
記
す

る
と
い
う

後
人

の
七

わ
ざ
で

は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
続
く
一
一

六
段

は
、

主
要
登
場
人
物
の
隠
君
子
の
時
代
が
、
著
し
く
配
列
の
年
代
順
を
乱
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
、
主
題
の
詩
の
作
者
元
旗

は
、
唐
の
詩
人
で

あ
る
。
『

古
今
著
聞

集
』
序

に
は
、

ヘ
テ
　ハ
　
　
　
　
　ケ
イ
シ
　
　
　
　ヲ　
　
　リ

チ

ュ
敢

窺

二
漢

家

経

史

之

中

　
0有

二
世

風

人

俗

之

製

‘
矣

。

J ・ ・  f ・ -  I 還 j a ・ ・ ・－ 　 d ”  ・ －  q － ’

と

あ

り

、

そ

こ

か

ら

考

え

て

も

編

成

の

主

旨

に

そ

わ

な

い

こ

と

に

な

る

。

そ

こ

で

、

こ

の

段

も

著

者

の

関

与

し

な

い

追

記

で

あ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

差

。の

で

あ

懸

今

回

研

究

の

対

象

と

し

た

最

後

の

章

段

で

あ

る

続

く

一

一

七

段

は

ヽ

二

五

・

一

一

六

段

を

除

外

し

て

ヽ

汀

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一`

1 5

ろ

一

一

四

段

と

年

代

的

に

近

い

こ

と

に

な

る

。

今

回

と

り

あ

げ

尨

か

っ

た

残

る

一

一

八

こ

一

九

・

一

二

〇

段

は

、

年

時

に

つ

い

て

一
　
　
　
　
　
　
　

。
・

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

は

特

に

問

題

は

な

い

。

以

上

の

よ

う

に

み

て

き

た

結

果

、

抄

入

に

関

し

て

は

一

一

三

・

一

一

五

こ

一

六

段

が

該

当

す

る

の

で

は

な

い

か
と
考
え
ら
れ

る
が
、
あ
く
ま
で
年
代
順
配
列

だ
け
と
い
り
根

拠
に
乏
し
い
も
の
で
、
決
し
て
断
定

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

③
　

『
十
訓
抄

』
と
の
類
話
関
係
の
み

ら
れ
る

ご
ニ
四
段
か
ら
一
四
一
段
（
資
料
三

参
照
）

す
で
に
資
料

ブ
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
十
訓
抄
』
と
類
話
関
係
の
認
め
ら
れ
た
章
段
は
、
後
の
二
三
四
段
か
ら

ブ
四
一
段
ま
で
の

八
段
で
あ
り
、
し
か
も
最
後
の
一
段
を
除
い
て
、
す
べ
て
『
十
訓
抄
』
の
説
話
配
列
の
順
に
そ
っ
て
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
『
和

漢
朗
詠
集
』
と
関
係
の
認
め
ら
れ
た
章
段
は
一
三
九
段
と
一
四
○
段
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
二
章
段
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
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w
:ノ
0

△

資
料
三
∇

い
此　　 り に　　　　　 大　　　 け 恋

中　 へ 心　 け ぉ 後　　　　 納　　　 り し 邑
納　 る は 州｀る も 三　 夢 井 言 兜 月　9 く 上
言 一 こ 毛 民 と む 条 一 中 五　｀ 率 輪 あ、思 帝 一
顕 三 と 詩 縦 か き 院 三 如i 夢 最 日 る た　｀ 三

基 六 な 云 作 や け ｀ 五 覚 顔 さ 高 本 夜 て か
四

卿　　 り　｀ ニ　 ゜る 東　　 二 ？ めり帚 雖 の ま く
は 中　 ゜-.

旦　
に 宮 後 夢 一 て ニ ニ 夢 つ れ 枇

ヽ 納　 孔 晋　　 ・ヽ に 三 中 寝 ぉ 白 貰I に り さ 杷
後 言　 子 啓　 賤 て 条 平 程 ど 墜 曼 御X:^ 大

一 顕　 曰　　　 別 ぉ 院　　　 ろ　　　 製　｀ 給 納

條 基　　 ｀　　　 の は 御　　　 き　　　 を 御 て 言
院 出　 甘 莫　 な し 秀 雖 恩 て 如 温 た か 後 延
と 家　 。  1/　　ご ま 句 レ 言　｀ 今 意 ま た　｀ 光
き 道　 呆 竺、　 り し の 尽 芳 こ 於 清 ひ み 枇 の
め 心　 蓼 多　 を け 事 二 處 れ 匁 涼 け の 杷 夢
か の　 伐 年　　 ゝ る　 生 奏 に 回E 昔 る 色 大 に

し 事　
二 風　　 し 時　 瓦 二 和 ？ 至o を 納 村

給　　　 耶 月　　 ま　｀　　.s. 中 し 卿 誠　　 ｀ 言 上
ズ　　　 伯 遊　 せ 学　 空 芦 た 名　　　 一 延 天
｀　　　 之 一　　 給 士　 驚　 て ‾　　　 生 光 皇
わ　　　 回　　　 て 実　　　　 ま　　　　 ぬ 卿 御

か　　　　　宿　　　　　　`
政　　　　　　　つ　　　　　　　ぎ　｀ 製

く　　　 也　　　 御 朝　　　　 る　　　　 給 あ を

よ　　　1 －　　　 製 臣　　　　9　　　　 は さ 賜
り　　　 と　　　 か 任　　　　　　　　　 ざ ゆ ふ
ゝ　　　　　　　　　　ゝ　　　　　!・ 国　　　　　　　　　　 り ふ 事

古

今

著

聞

集

十

訓

抄
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1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　

一
　
　
　
　
゛
I
一
　
　
　
一
I
I
I

つ

か

さ

く

ら

ゐ

に

つ

け

て
5

ら

刄

な

か

肛

け

り

。

御

門

に

を

ぐ

れ

た

て

ま

つ

り

に

け

れ

ば

、

「

忠

臣

は

二

君

に

つ

か

へ

ず

」

と

い

ひ

て

、

天

台

榜

厳

院

に

の

ぼ

り

て

、

か

し

ら

お

ろ

し

て

け

り

。

御

門

か

ぐ

れ

給

け

る

夜

、

火

を

と

も

ざ

ｙ

り

け

れ

ば

、

い

か

に

と

た

づ

ぬ

る

に

、

主

殿

司

、

新

主

の

御

事

を

ヴ

と

む

と

て

、

ま

い

ら

ぬ

よ

し

申

け

る

に

、

出

家

の

心

も

つ

よ

く

な

り

に

け

今

。

こ

の

人

わ

か

ぐ

道

心

お

は

し

ま

し

て

、

つ

ね

の

こ

と

ぐ

さ

に

は

。

古

墓

何

世

人
　
　
　

不

レ
知

二
姓

貢

ワ
名

化
為
二
路
辺
土
一
　
　
年
々
春
草
生

l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　■
　
　
　

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
l

ニ

石
　

菅

丞

相

太

宰

府

に

左

遷

の

後

恩

賜

の

御

衣

を

拝

し

て

作

詩

の

事

菅

丞

相

、

曰
日
泰

三

年

九

月

十

日

宴

に

、

正

三

位

の

右

大

臣

の

大

将

に

て

内

に

候

は

せ

給

け

る

に

、

「

君

富

二
春

秋

一
巨

漸

老

。

恩

無

二
涯

岸

一
報

猶

遅

」

と

つ

く

ら

せ

給

け

れ

ば

、

叡

感

の

あ

ま

り

に

、

御

衣

を

ぬ

ぎ

て

か

づ

け

さ

せ

給

し

を

、

同

四

年

正

月

に

、

本

院

の

お

と

ゞ

の

奏

事

不

実

に

よ

り

て

、

俄

に

太

宰

権

帥

に

う

つ

さ

れ

給

し

か

ば

、

い

か

ぽ

か

り

世

も

う

ら

め

し

く

、

御

い

き

ど

を

り

も

ふ

か

ゝ

り

け

め

ど

も

、

な

を

君

臣

の

礼

は

わ

す

れ

が

た

く

、

魚

水

の

節

も

し

の

び

え

ず

や

お

ぼ

え

さ

せ

給

け

ん

、

み

や

こ

の

か

た

み

と

て

、

彼

御

衣

を

御

身

に

そ

へ

ら

れ

た

り

げ

り

。

さ

て

つ

ぎ

の

年

の

同

日

、

か

く

ぞ

詠

ぜ

さ

せ

給

げ

る

。
ご

去

年

今

夜

侍

二
清

涼

一
　
　

秋

思

詩

篇

独

断

レ
腸
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恩

賜
御
衣
今
在
レ
此
　
　

捧
持
毎
日
拝
二
膀
香
一

」
三

八
　
大
江
朝
綱

が
願
文
秀
句
の
事

後
江
相
公
の
澄
朝
に
を
く
れ
て
後
。
後
世
を
と
ぶ
ら
は
れ
け
る

願
文

に

悲
之

亦
悲
莫
レ
悲
二
於
老
後
口
子

恨
而
更
恨
莫
レ
恨
二
於
少
先
7
親

と
か
け
る
こ
そ
前
後
相
違
の
恨

、
げ
に

さ
こ
そ
は
と
、
さ
り

が
た
く
あ

ぱ
れ
に
お
ぼ
ゆ
れ
。

［

三

九
　
橘
正
通
作
文
序
に
述
懐

の
事

橘
正
通

が
身
の
し

づ
め
る
事
を
恨
て

、
異
国
へ
思
た
ち
け

る
境
節
、

具
平

親
王
家
の
作
文
序
者

た
り
け

る
に
、
こ
れ
を
恨
と
や
思
け
ん
、

歯
亜
二
顔
馴
一
　
　
過
二
三
代
一
而

猶
沈

恨
同
二
伯
鸞
一
　
　
歌
二
五
噫
一
而
欲
レ
去

と
ぞ
か
け
り
け

る
。
源
為

憲
、
其
座
に
侯
け
る
が
、
此

句
を
あ
や
し
み

て
、
「
正
通

お
も
ふ
心
あ
り
て

つ
か
う
ま
つ
れ
る
に
や
」

と

申

け

れ

ば
、
さ
す
が
心
ぼ
そ
く
や
思
け
ん
、
涙
を
な

が
し
け
り

。
さ
て
ま
か
り

い
づ
る
ま
ゝ
に
、
高
麗
へ

ぞ
ゆ
き
に
け
る
。
世
を
思
き
ら
ん
に
は
、
か

く
こ
そ
心
き
よ
か
ら

め
と
、

い
み

じ
く
あ
は
れ
な
り
。
か
し
こ
に
て
宰

相

に
な

さ
れ
に
け
り

と
ぞ
、
後
に
き
こ
え
け

る
。

一

四

○
　

民

部

卿

斉

信

斉

名

が

秀

句

を

朗

詠

の

事

の
兼
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
云
東
北
院
は
兼

三

條

院

関

自

前

太

政

大

臣

、

九

月

十

三

夜

の

月

に

、

東

北

院

の

念

女
上
東
門

院
建

立
也

時
代
相
違
不

審

ま

い

り

給

へ

る

に

、

夜

も

う

ち

ふ

け

て

、

世

中

も

し

づ
か

な

る

程

橘
正
通

が
身
の
沈
め
る
事
を
恨
て

。
異
国
へ
1
　立
た
る
折
ふ
し
。
具
平

親
王
家

の
作
文
序
書
た
り
け
る
に
。
是
を
か
ぎ
り
と
や
お
も
ひ
け
む
。

齢
亜
二
顔
馴

　
0過
二
三
代
一
而

膀
沈

。

恨
同
二
伯
鸞

　
0
1
　
二
五
噫
一
而
将
い
去

と
ぞ
か
け
り
け

る
。
源
為
憲
其
座
に
侯
け

る
が
。
此
旬
を

あ

や

し

み

て

。
正
通
思
心
有
て
仕
つ
れ
る
に
や
と
申
け
れ
ば
。
さ
す
が
心
細
く
や

思
ひ
け
ん
涙

を
な
が
し
け
り
。
さ
て

ま
か
り
出

る
ま
ゝ
に
。
高
麗
へ

ぞ

行
け

る
。
世
を
思
ひ
き
ら
ん
に
は
。
か
く
こ

そ
心
き
よ
か
ら
め
と
い
み

じ

く
あ
は
れ
也
。
か
し
こ
に
て
宰
相
に
な
さ
れ
に
け
り
と
後
に
聞
え
け

り
O

東
三

條
関

自
前
太
政
大
臣
九
月
十
三
夜
の
月
に
さ
そ
は
れ
て
。
東
北
院

の
念
仏
に
参
給

た
り
け
る
に
。
夜
打
更
て
世
中
も
し

づ
か

な

る

ほ

ど

に
。
斉
信
民
部
卿
を
め
し
て
。
こ
よ
ひ
た
ゞ
に
は

い
か
ｙ

や
ま
ん
。
朗
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に
、
斉
信
民
部

卿
を
め
し
て
、
「

こ
よ
ひ
た
ｙ

に
は

い
か
ｙ

や
ま

ん
。

朗
詠
あ
り
な
ん
や
」
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
い
と
か
し
こ
ま
り
て
、
し
ば

し
わ

づ
ら
ふ
け
し
ぎ
な

る
を
、
人
ぐ

耳
を
そ
ば
た
て
ゝ
、
い
か
な

る

旬
を
か
詠
ぜ
ん
ず
ら

ん
と
待
程
に
、
「
極
楽
の
尊
を
念
ず
る
事
一
夜
」

と
ぅ

ち
い
だ
し
た
り
け

る
、
た
ぐ
ひ
な
く

め
で
た
か
り
け
り

。
此
旬

か

き
た
る
斉
名

、
や

が
て
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
。
我
旬
を
し
も
、

さ

ば
か
り
の
人
の
朗

詠
に
せ
ら
れ
た
り
け

る
、

い
か
ぽ
か
り
心

の
中
の
す

ゞ
し
か
り
け
ん
。此
旬
は
勧
学
会
の
時
、摂
念
山
林
を
賦
す
る
序
な
り
。

念
二
極
楽
之
尊
二

夜
　
　

山
月
正
円

先
二
旬
曲
之
今

三
朝
　
　

洞

花
欲
い
落

こ
れ
は
三
月

十
五
夜
の
事
也
。
九
月
十
三
夜
に
詠
ぜ
6
　
れ
け

る
。

い
か

に
と
お

ぼ
ゆ
。
但
念
仏
の
儀
ば
か
り

に
と
り
ょ
れ
る
に
ゃ

。
古
人
之
所

作
こ

仰
而
可
い
信
欺
。

一
四
一
　

村
上
天

皇
直
幹

が
申
文
を
惜
し
収
給
ふ
事

天
暦

御
時
、
橘
直
幹
が
民
部
大
輔
を
の
ぞ
み
申
げ
る
申
文
を
、
草
を

ば
み

づ
か
ら
か
き
て
、
小
野
道
風
に
清
書
せ
さ
せ
け
り
。
御
門
叡
覧
あ

り
け
れ
ば
、
「

依
レ
人
而
異
レ
事
。
雖
レ
似
二
偏
頗
一
代
レ
天
而
授
レ
官
。

誠

懸
二
運
命
一
」
な
ど
、
述
懐

の
詞
を
か
き
す
ぐ

せ
る
に
ょ
り
て
、
御
気
色

あ
し
か
り
け
り
。
人
こ
れ

を
お
そ
れ

お
も
ふ
處
に
、
其
後
内
裏
焼
亡
あ

り
て
、
俄

に
中
院
へ
御
ゆ
き
せ
さ
せ
給
け
る
に
、
代

々
の
御
わ
た
り
も

の
・
御
倚
子
・
時
簡
・
玄
象
・
鈴
鹿
以
下

も
て
ま

い
り
た
る
を
御
覧
じ

て
、
　
　
　
　
　
　

宍
　
ド

詠
有
な
ん
や
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
。
い
と
畏
て
暫
わ
づ
ら

ふ
気
色

な

る

を
。
人
々
耳
を
峙
て
。
い
か
な
る
旬
を
か
詠
ぜ
ん
ず
ら
ん

と
待

ほ

ど

に
。
極
楽
の
尊

を
念
ず
る
事
一
夜

と
打
出
し
た
り
け
る
。
類
な
く
め
で

た
か
り
け
り

。
此
旬
書
た
る
斉
名
や

が
て
御
供
に
候
け
り
。
我
旬
を
し

も
さ
ば
か
り
の
人
の
朗
詠
せ
ら
れ
た
り
け
る
0　
い
か
ぽ
か
り
心
の
中

す

ゞ
し
か
り
け
ん
。
此
旬
は
勧
学
会
0
　時

。
摂
念
山
林
を
賦
す

る
序
也
。

念
二
極
楽
之
尊
二

夜

。
山
月
正
円
。

先
二
勾
曲
之
会
一
三

朝
。
洞
花
欲
い
落

是

は
三
月
十
五
日
夜

の
事
也
。
九
月
十
三
夜

に
詠

ぜ
ら
れ
け
る
い
か
ｙ

と
お
ぼ
ゆ
。
但
念
仏
の
義

ば
か
り
に
取
よ
れ
り
け
る
に
や
。
古
人
の
所

作
仰
而
可
レ
信
欺
。

・ ＆ U ＝ ・ - ・ I I ■ ■ ■■㎜ ■
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「

直
幹

が
申
文
は
と
り

い
で
た
る
や
」
と
御
尋
あ
り
け
る
、
時
の
人

い

み
じ
き
事
に
ぞ
申
け

る
。

『
十
訓
抄
』
　

新

訂
増
補
国
史
大
系
　

第
十
八
巻

①
『

十
訓
抄

』
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

ま

ず
、
一
三
九
・
一
四
〇
段
と
も
に
『
十
訓
抄
』

と
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
、
先

の
『
江

談
抄
』
と
の
類

話

関
係
の
と
こ
ろ
で
論
じ

た
よ
う
な
、
出
典

と
し
て

さ
ら
に
話
を

ふ
ぐ
ら
ま

せ
て
云

々
と
い
う
作
者
の
手
の
加

わ
っ
た
も
の
で

ぱ
な
い
。

単
に
引

い
た
だ

け
の
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
、
一
つ
問
題

が
生
じ
て
く

る
。
『

古
今
著
聞
集
』
で

は
、
序
に

″
　
J
　
レ
　
　
　
　
　

ト
イ
ハ
　
　
　。
『
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

失

著
聞
集
　

者
、
宇
解
亜
相
巧
語
之
遺
類
、
江
家

都
督
清
談
之
節
波
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『
江
談
抄
』

と
の
類
話
（
出
典
）
関
係

が
い
く

ら
か
認

め
ら
れ
る
こ

と
は
、
す
で
に
田
『
江
談
抄
』

と
の
類

話
関
係

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
説
話
集
と
の
関
係
と
な
る
と
、
西
尾
大

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
器
よ
う
に
、
跳
に
う
藍
々

の
記
録
を
う

か
ぐ
い
」
、
序
に
「

聊
　

又
浪
二
賓
録
一
。
」
と
あ
り
、

歴
史
的
に

よ
り
確
実
な
説

話
の
集
を
自
力
で
っ

く
り
上

げ
よ
う
と

し
た
た

め
、
王
朝
の
日
記

や
記
録
を
資
料

と
す

る
こ

と
は
あ
っ
た
も
の

の
、
現
存

の
平
安
朝

や
鎌
倉

初
期

の
説

話
集
を
出

典
と
す

る
も

の
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
申

に
お
い
て

は
、
確

か
に
『
江
談
抄
』

と
の
類
話
関

係

は
認

妨
ら
れ
た

が
、
直
接
典
拠

と
し
な

が
ら

適
宜
文
章
を
改

め
和
文
化
す

る
こ

と
を

け
じ
め
と
し

て
、
序

や
跳

に
作
者

の
説

話
集
を

編
纂
す

る
強
い
意

欲
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
説

話
評
論

と
は
い
え
な
い
ま
で
も
最

後
に
一
文
加
え

る
こ

と
に
よ
っ
て
話
を

さ
ら

に
発
展

さ
せ
て

お
も

し
ろ
く
七
よ
う
と
す

る
苦

心
が
み

ら
れ
、
単
な
る
引

用

と
い
う
の
は
、
ま

ず
認

め
ら
れ
な

か
っ
た
。
し

か
る
に
、
こ
の
二

三

九
・
一
四
〇
段

に
お
い
て
、
ほ

ぼ
一
文
一

句
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と
違
わ
な
い
、
ま
さ
に
『
十
訓
抄
』
か
ら
何
も
手
を
加
え
ら
れ
ず
に
引
用
さ
れ
た
と
断
定
で
き
る
よ
う
な
結
果
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
す
で
に
一
一
三
・
一
一
五
・
一
一
六
段
で
論
じ
た
よ
う
な
、
も
し

か
す
る
と
作
者
の
関
与
し
な
い
と
こ
ろ
の
後
人
に
よ
る
抄
入
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
古
今
著
聞
集
』
之
『
十
訓
抄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
も
そ
も
両
書
は
、
古
く
か

ら
よ
く
そ
の
伝
承
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
と
い
う
の
も
、
両
書
が
八
十
余
話
を
共
有
す
る
こ
と
、
『
十
訓
抄
』
が
一
二
五
二
年
、

『
古
今
著
聞
集
』
が
一
二
五
四
年
と
い
う
近
い
成
立
年
代
に
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
『
十
訓
抄
』
の
作
者
が
橘
成
季
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
ほ
ど
、
両
者
の
伝
承
関
係
は
強
く
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
『
古
今
著
聞
集
』

と
『
十
訓
抄
』
と
の
関
係
は
、
き
わ
め
て
希
薄
だ
と
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
強
い
関
係
が
あ
る
と
さ
れ

て
き
た
部
分
が
、
実
は
作
者
成
季
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
後
人
の
追
記
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
今
で

は
、
『

古
今
著
聞

集
』
の
成
立

し
た
建
長

六
年
（
一

二
五
四
）
十

月
か
ら
、
現
存
本

の
奥
書

に
あ
る
暦
応

二
年

（
一
三
三

九
）
ま
で
め

ど
こ

か
の
時
点
で
、
一
人
も
し
く

は
何
人

か
の
手
に
よ
犬っ
て
、
建
長

の
原

形
本

に
あ
っ
た
筈
の
な
い

約
八
十

話
が
抄
入

追

（
8
）

記
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
決

め
手

と
し
て

は
、
先

の
『
江
談
抄
』

と
の
類
話
関
係
の
と
こ

ろ
で
も
問
題

と
な

っ
た
『

古
今

著
聞
集
』
構
成
の
基
本
的

な
原
則
で
あ

る
年
代
順
配
列
を
乱

し
て
い
る
こ

と
、
篇
末
な

ど
に
出
典

と
ぽ

ぼ
同
文

の
説

話

が
集
め
並
べ
ら

（
9
）

れ

て

い

る
こ

と

が
指

摘

さ
れ

て

い

る
。

中

で
も

永

積

安
明

氏

は

、
今

問

題

に
し

て

い

る

『

十

訓

抄

』

か

ら

の

抄

入

に

よ

る

も

の

が
最

高

で
、

六
十
一
段

だ
と
さ
れ
て

い
る
。
『
十
訓
抄

』
か
ら
の
抄
入

に
つ
い
て
、
『
古
今
著
聞

集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
の
範
囲
内

で
細

か
く
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
抄
入

だ
と
考
え
ら
れ
る
根

拠
の

ナ
つ
と
1
　　て
、
前
に
も
述
べ
た

が
、
『
十
訓
抄
』
と
類
話
関
係
の
認
め
ら
れ
る
一
三
他
段

か

ら

フ
四
一
段

書
で
の
最
後
の
二

段

を
除

い
て
、
す
べ
て
『
十

訓
抄
』
の
説

話
配
列

の
順

に
そ

っ
て
並
ん
で
い
る
こ
と

が
あ

げ

ら

れ

よ
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う
。
先
の
『
江

談
抄
』
と
の
関
係

が
認

め
ら
れ
た
I

〇
九
段

か
ら
一
二
〇
段
に
お

け
る
部
分
で
は
、
出
典

と
な

っ
た
『
江
談
抄
』

は
第

四
、
第
五
詩
事
、
第
六
長
句
事
の
範
囲
内
に
限
ら
れ
は
七
た

が
、
そ
の
配

列
は
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
そ
れ

は
、、
『

古
今
著

聞
集
』
の
本
物
の
作
者

が
『
江

談
抄
』
を
典
拠
と
す
る
に
し
て
も
、
十
分
に
配

慮
し
て
自
己
の
編
纂
意
図
に
一
番
適
す

る
よ
う
な
用

い
方
を
し
た
か
ら
だ
と
思
う
。
そ
う
し
て
で
き
た
『
古
今
著
聞
集
』

が
『
江
談
抄
』
の
説
話
配

列
と
異
な

っ
た
の
は
当
然

の
結
果
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
問
題
に
し
て
い
る
『
古
今
著
聞
集
』
の
一
三
四
段

か
ら

】
四
一
段
で

は
、
最
後
の
一
段
で

逆
も
ど
り
か
お
る
も
の
の
、
他
の
七
段
で
は
す
べ
て
『
十
訓
抄
』
の
配
列
の
順
に
そ
っ
て
並
ん
で
お
り
、
永
積
9　

指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、

『
著
聞

集
』
の
追
補
者
が
『
十
訓
抄
』
を
座
右
に
お
き
、
巻
初
か
ら
巻
末
へ
む

か
っ
て
逐

次
後
段
に
及
び
つ
つ
、
順
次
に
こ

れ
を
抄
入

し
た
こ

と
を
示
す

も
の
ほ
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
氏
の
研

究
に
よ
る
と
、
』
」
の
傾
向
は
文
学
篇
に
か
ぎ
ら

な
い

と
い
う
こ

と
で

あ
る
。

た

②
説
話
配
列
の
年
代
順
に
つ
い
て

次
に
、
一
三
四
段
か
ら
一
四
一
段
を
、
倒
『
江
談
抄
』
と
の
類
話
関
係
の
時
の
よ
う
に
、
話
の
年
代
を
考
え
る
こ
と
か
ら
調
べ
て
み

ぺ
O

V一
三
四
　

村
上
天

皇

が
亡
く
な
ら
れ
た
の

が
康
保
四
年
（
九
六
七
）
で
あ
り
、
そ
れ
以

後
の
話

一

三
五
　

後
三
条
院
が
、
学
士
実
政

が
任
国

へ
赴
く
時
に
、
歌
を
作
ら
れ
た
話
で
、
だ
い
た
い
I
〇

六
四
年
こ
ろ
の
話

一
三
六
　
中
納

言
顕
基

が
出
家
し
た
話
で
、
「

○
三
六
年
こ

ろ
の
話

一

三
七
　

菅
丞
相
す

な
わ
ち
菅
原

道
真

に
関

す
る
話
で
、
本

文
に
も
あ
る
よ
う
に
だ
い
た
い
昌

泰
三
年
（
九
〇
〇

）
こ
ろ
の
話

一
三
八
　

後
の
江

相
公

の
話
で
、
九
五
七
年
以

前
の
話
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コ

二
九
　

橘
正
通
に
関
す
る
説
話
で
、
具
平
親
王
の
生
没
年
代
な
ど

か
ら
、
十
世
紀
後
半
も
し
く
は
十
一
世
紀
は
じ

め
の
話

一
四
○
　

斉
信

が
出
て
く
る
こ
と
な

ど
か
ら
I

〇
三
〇
年
こ

ろ
の
話

一
四
一
　

冒
頭
に
天

暦
の
御

時

と
あ

る
よ
う
に
、
だ
い
た
い
九
五
〇
年
こ

ろ
の
話

ま
ず
、
前
段
の
一
三
三
段
ま
で
（
す
な
わ
ち
一
二
一
段

か
ら
一
三
三
段
）
の
年
代
を
み
て
み
る
と
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
の
こ

ろ
の

話
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
三
四
段

の
話
は
、
「

三
三
段

ま
で
の
話
の
年
代
進
行
か
ら
著
し
く
遡
行
す

る
こ

と
が
わ

か
る
。
次
に
、
年

Q
1
1
」

代
順
の
乱
れ
方
に
は
、
永
積
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
重
の
問
題

が
あ
る
こ
と

が
わ

か
る
。
一
つ
は
、
『
江

談
抄
』
と
の
類

話
関
係

が
認

め
ら
れ
た
一
二
〇
段
ま
で
の
章
段

が
九
五
〇
年

か
ら
1
0
0
0

年
こ

ろ
の
話
で
あ
り
、
次
の

コ

ー

段

か
ら
一
三
三
段
で

は
平

安
朝
の
終
わ
り
と
い
う
前
の
章
段

か
ら
年
代
的
に
続
い
た
話
で
あ

っ
た
の
に
、
『
十
訓
抄
』
と
の
類
話
関
係

が
認

め
ら
れ
る
こ
の

八
章
段

の
部
分
の
最
初
の
章
段
二

三
四
段
で
、
そ
れ
ま
で
の
年
代
進
行

か
ら
著
し
く
遡
行
し
て
し
ま
う
こ

と
で
あ

る
。
も
う
一
つ

は
、

一
三
四
段

か
ら
一
四
一
段

と
い
う
八
章
段

が
、
ま
た
そ
の
中
で
年
代
順
を
乱
す
と
い
う
こ

と
で
あ

る
。
も

っ
と
も
、
『
十
訓
抄
』

と
い

う
作
品

自
体

が
、
あ
る
部
分
は
年
代
順
説
話
配

列
だ

が
、
正
確
で
は
な
く
、
同
類
説
話
の
配
列

が
根
本
原
則
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
写
す

と
な
れ
ば
仕
方
の
な
い
結
果
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る

と
、
あ
れ
ほ
ど
し

っ
か
り
し
た
説
話
集
の
編
纂
意
図
を
も
ち
、
年

代
順
配
列

に
慎
重
で
あ
っ
た
作
者
が
、
『
古
今
著
聞

集
』
の
こ
の
部
分
に
き
て
、
急
に
年
代
順
を
激
し
く
乱
す
よ
う
な
こ

と
は
ま

ず
し

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
、
原
著
の
発
想
や
主
題
を
了
解
で
き
な

か
っ
た
後
人
の
手
に
よ
る
抄
入
と
み
る

べ

き

で

あ

る

③
一
四
〇
段
の
内
容
か
ら

具
体
的
に
内
容
を
見
て
も
、
抄
入
が
考
え
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
四
〇
段
に
つ

い
て

み
る
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と
ヽ

永
積
氏
も
指

摘
さ
れ
て
い

る
が
、
文
中
の
「

東
北
院
」

の
右
側

に
、
「
私
云

東
北
9
　
兼
家
公

孫
女
上

東
門
院

建
立
也

時
代

相
違
不

審
」

と
記
し
て

い
る
よ
う
に
、
こ

の
段

の
主
人
公

を
東

三
条
院
藤
原

兼
家

と
す

れ
ば
時
代

が
あ
わ
な
い
。
こ
こ

は
、
『
今
鏡
』
に
あ
る

よ
う
に
、
兼
家
で

は
な
く
て
宇
治
殿
頼
通
で

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
時
代
的

に
み
て

、
『

古
今
著
聞

集
』
は
『
今

鏡
』
を
、

さ
ら
に
は

こ
れ
ら
の
こ

と
を
正

し
く
記
し

た
書
物
を
見

る
機
会

は
十
分

あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
『
十
訓
抄
』
の
間
違

い
を
そ
の
ま
ま
と
り

い

れ
て
い
る

と
い
う
の

は
、
や
は
り
『
十
訓
抄
』
を
そ
の
ま
ま
写
し
た

と
い
う
証
拠
に

な
ろ
う

。
こ

の
こ

と
は
、
単

に
後
人

に
よ
る
『
十

訓
抄
』

か
ら
の
抄
入
を
示
す
の
み
で
な
く
、
抄
入
者

は
追
記

と
い
う
作
業

ば
か
り

に
気
を

と
ら
れ
、
肝

心
で

あ
る
原
著

の
発
想

や
主
題

を
了
解
で

き
な

か
っ
た
こ

と
も
い
え

る
と
思
う

。
し
か
し

、
何
よ
り

も
い
え

る
こ

と
は
、
永
積

氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

れ

ら
の
諸
段

は
、
抄
入

に
あ
た
っ
て
、
原
拠
た

る
『
十
訓
抄

』
の
文

脈
か
ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
形

式
的

に
は
漢
詩
文

を
含
む

説

話
で

あ
り

な
が
ら
、
実
質
的

に
は
文
学
篇
の
説

話
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
も
の

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
『
古
今
著

聞
集
』
巻
第
四
（

文
学
第
五
）
に
お
け
る
最

後
の
『
十
訓
抄
』
と
類

話
関
係
の
認
め
ら
れ
た
一
三
四
段

か
ら
一

四
一
段

に
つ
い
て
検

討
し
て

み
た
。
資
料
一

に
よ
り
す
で
に
類
話
関
係
の
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う

に
詳
し

く
検

討
し
て
み
る
と
、
同

じ
類

話
関
係

と

ぱ
い
う
も
の
の
、
先

の
『
江

談
抄
』
の
場
合

と
は
ま
っ
た
く
事
情

が
異
な
る
こ
と

が

わ
か
っ
た
。
こ
の
部
分
で

ぱ
、
類
話
が
み
ら
れ
る
の

ぱ
後
人
に
よ
る
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
抄
入
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
結
果

と
し
て
形

式
的
に
漢
詩
を
含
む
だ
け
で
、
実
質
的
に
は
文
学
譚
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
当
然
原
著
の
発
想
や
主
題
を
了

解
で
き

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
先

の
作

者
自
身
が
典
拠
と
し
た
『
江

談
抄
』
と
の
類
話
関
係
の
場

合
と
は
、
や
は
り
切
り
離
し
て
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
研

究
で
は
『
古

今
著
聞
集
』
全
体
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い

が
、
少
な
く
と
も

こ

の
巻
第
四

（
文
学
第
五
）
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
と
『
十
訓
抄
』
と
の
関
係
は
希
薄
だ
と
い
え
よ
う
。
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む
　

す
　

び

今
回
の
研
究
で
わ
か
っ
た
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
の
性
格
を
、
大
き
く
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
関
係
が
は
じ
め
は
著
し
く
認
め
ら
れ
た
が
、
研
究
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ
、
予
想
に
反
し
て
、
直

接
関
係
は
ま
ず
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
王
朝
時
代
を
思
慕
し
た
作
者
の
こ
と
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
き
っ
と
作
者

の
意
識
の
上
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
資
料
一
で
類
話
関
係
の
認
め
ら
れ
た
前
の
三
分
の
一
の
部
分
の
『
江
談
抄
』
と
の
関
係
ぱ
、
実
は
出
典
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
序
に
あ
る
「
江
家
都
1　
清
談
之
節
波
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
、
作
者
の
編
纂
意
図
と
し
て
貫
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

第
三
に
、
『
十
訓
抄
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
資
料
一
で
類
話
関
係
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
調
べ
て
い
く
と
、
①
説
話
配
列
が
『
十
訓

抄
』
の
そ
れ
に
ま
っ
た
く
そ
っ
て
い
る
こ
と
、
②
作
者
の
編
纂
意
図
の
一
つ
で
あ
る
年
代
順
配
列
が
大
き
く
乱
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

か
ら
、
原
著
の
発
想
や
主
題
を
了
解
で
き
な
か
っ
た
後
人
の
手
に
よ
る
抄
入
で
ぱ
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
関
係
が
深
い
と
さ
れ

て
き
た
が
、
こ
こ
だ
け
を
と
っ
て
も
実
は
両
者
の
関
係
は
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
ぱ
わ
ず
か
三
十
六
章
段
の
巻
だ
が
、
編
纂
意
図
を
貫
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を

は
じ
め
と
し
て
、
実
に
『
古
今
著
聞
集
』
全
体
に
通
じ
る
性
格
を
有
し
て
お
り
、
み
る
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

当
初
興
味
を
持
っ
た
わ
り
に
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
こ
の
部
分
に
も
こ
れ
が
お
そ
ら
く
そ
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
説
話
の
中
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
名
句
を
と
り
込
ん
だ
り
、
史
実
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
王
朝
時
代
へ
の
思
慕
を
表
そ
う
と
す
る
の
は
わ
か
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
作
者
の
気
持
ち
ば
か
り
が
先
に
立
っ
て
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い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
で

あ
る
。
す
な
わ

ち
、
文
学
篇
で
あ
り

な
が
ら
文
学

篇
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
説

話
と
な
っ
て
い
た
り
し

て
、
「

文
学
」
と
し
て
の
魅
力
に
少

々
欠

け
る
か
ら
で

は
な
い

だ
ろ
う

か
と
い
う
こ

と
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
作

者
の
編
纂

意
図

に
そ

わ
な
い
後
人
の
手

に
よ
る
「

抄
入
」
も
、

拍
車
を

か
け
て

い
る
と
い
え
よ
う

。

『
古
今
著
聞
集
』
に
対
し
て
、
従
来
の
説
話
文
学
作
品
の
見
方

か
ら
一
歩
進

ん
だ
も
の

が
解
明

さ
れ
れ

ば
、
ま

だ
ま

だ
潜

ん
で
い
る

多
く
の
魅
力
も
き
っ
と
理
解
さ
れ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
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△

注
∇

永
積
安
明
氏
も
『
古
今
著
聞
集
』
　（

日
本
古
典
文
学
大
系
8
4
　
岩
波
書
店

『
古

今
著
聞
集
　

上
』
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
五
十
九
回

）
新
潮
社

る
。『
古
今
著
聞
集
　

上
』
p
1
9
2頭
注
。

『
古
今
著
聞
集
』
補
注
よ
り
。

『
古
今
著

聞
集
』
及

び
「

古
今
著
聞
集
の
本
文
批
評

」
に
よ

っ
た
。

『
古
今
著
聞
集
』
補
注
p
5
6
3で
永
積
氏

も
指
摘

さ
れ
て
は
い
る
。

『
古
今
著
聞
集
　
上
』
p
4
8
7よ
り
。

『
古

今
著
聞
集
　
上
』
p

掴
よ
り
。

『
古

今
著
聞
集
』
解
説
p
3
5
よ
り
。

『
古

今
著
聞
集
』
解
説
p
3
1
に
よ
る
。

昭

和
4
1
）

昭

和
5
8
）

『
古

今
著
聞
集
』
解
説
p
3
2
及
び
「

古

今
著
聞
集
の
本
文
批
評
」
に
よ
っ
た
。

の
解
説
他
で
指
摘
さ
れ
て

は
い
る
。

p
5
0
1
の
「

巻
第
三
」
に
関
連
し
た
論
述

の
と
こ
ろ
に
よ


